
○ＩＴ（情報技術）を活用することで製品や製造プロセスの機能や制御を実
現する情報処理技術である。製造プロセスにおける生産性、品質やコスト等の
競争力向上にも資する

○具体的には、
・製品自身の中に組み込まれ、その動作を制御し、目的とする機能を実現する
ソフトウェア（組込みソフトウェア）
・製品を作る製造プロセスにおいて製造機器に対する動作の制御や、製造され
た製品の品質の検査等に用いられるソフトウェア（製造プロセス関連ソフトウェ
ア）
・製品の供給に向けた研究・開発・製造、製品の運用・保守等の各種プロセス
において、製品の動作、機能又はデザイン等をコンピュータ内の仮想空間に実
現するソフトウェア（デザインソフトウェア）
・その他の多様なソフトウェア（その他のソフトウェア）

など

情報処理技術とは・・・

特定ものづくり基盤技術「２．情報処理技術」

１．デザイン開発技術

２．情報処理技術

３．精密加工技術

４．製造環境技術

５．接合・実装技術

６．立体造形技術

７．表面処理技術

８．機械制御技術

９．複合・新機能材料技術

１０．材料製造プロセス技術

１１．バイオ技術

１２．測定計測技術



川下分野 課題及びニーズ

共通 ア．製品・システムの高付加価値化
イ．新たな活用分野の開拓、機器・システム間の連携
の推進

ウ．ものづくりにおける研究・開発・製造等の生産性向
上を支援する技術の高度化

エ．製品・システムの安全性の確保・信頼性の向上
オ．製品・システムの品質向上、開発期間短縮、開
発コスト低減

カ．製品・サービスのユーザビリティ向上
キ．製品の開発拠点のグローバル化、各種国際規格
への対応

ク．インフラ関連システムの海外展開及びそれを実現
するための複数産業の連携

医療・健康・介護

ア．医療サービスと機器・システムの一体化及び海外
展開

環境・エネルギー
ア．再生可能エネルギーの導入促進
イ．環境保全関連技術の高度化
ウ．エネルギー効率の向上
エ．安全性・信頼性確保に向けた技術の高度化

ロボット ア．機器・システムとの接続機能も活用した事業化可
能な製品の実現

イ．社会システムに組込まれたロボットの開発・事業展
開

ウ．ロボットを使用する現場との協業によるデータ収集

特定ものづくり基盤技術「２．情報処理技術」 川下製造業者等が抱える課題及びニーズ

川下分野 課題及びニーズ

自動車 ア．当該技術の活用による自動車の高性能化・高機
能化

イ．自動車製造に関連する各種プロセスの生産性向
上

ウ．交通システムとの接続に向けた自動車の情報化の
推進

エ．電気自動車等を含めたエネルギーシステム、サービ
スの実現

スマートホーム
ア．当該技術の活用によるデジタル家電等の高性能
化・高機能化

イ．新たなコンセプトによるデジタル家電等の開発
ウ．データ接続、データ解析技術の向上

農業
ア．ＩＴ、ＩｏＴを活用したシステムによる農業の生
産性向上

イ．農産物等・関連ビジネスの付加価値の向上
ウ．農産物等の海外展開

コンテンツビジネス

ア．コンテンツビジネス関連の機器・システムの開発
イ．電子書籍市場等の新規創出マーケットへの対応

流通・物流 ア．高度な需要予測や店舗のスマート化等による流
通分野の生産性向上

イ．消費者ニーズを的確に捉えた新たな製品・サービス
提供

ウ．物流システムの高度化



特定ものづくり基盤技術「２．情報処理技術」 高度化目標の達成に資する特定研究開発等の実施方法

技術開発の方向性

（１）技術要素の高度化に対応し
た技術開発の方向性

①プラットフォーム
②通信・ネットワーク
③データベース
④画像・動画・言語処理
⑤画像・音声認識
⑥当該技術に係るセキュリティ
⑦ユーザインタフェース
⑧シミュレーション
⑨デザイン
⑩製造工程のモニタリング及びコントロール
⑪オペレーションのモニタリング及びコントロール

（２）開発手法の高度化に対応し
た技術開発の方向性

①要求獲得・要求定義
②機能安全技術（リスク分析技術、安全設計技術等）
③サイバーセキュリティを確保したシステム設計
④モデリング、モデルベース開発、形式手法
⑤ソフトウェアの実装

（３）管理技術の高度化に対応し
た技術開発の方向性

①グローバル分散開発への対応
②トレーサビリティ管理、定量的開発管理
③技術文書の品質向上・管理効率向上
④国際規格への対応、国際標準化活動への参画
⑤グローバルサプライチェーン等への対応

（４）ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した
製品・サービスの高度化等に向けた
技術開発の方向性

①上記（１）から（３）までを踏まえたＩｏＴ等を支える情報処理に係る技術の高度化
②ＡＩの高度化（学習データの設計・検証、アルゴリズムの設計・構築等）
③ＩｏＴ、ＡＩ等を活用した技術開発
a）センサ技術等を活用した信頼性の高いデータの取得・蓄積
b）ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による情報処理に係る技術開発プロセスの効率化・生産性向上
c）ＩｏＴ、ＡＩ等の活用による新たなサービス創出

⑥独立検証・妥当性確認技術（ＩＶ＆Ｖ
(Independent Verification and Validation)）等テ
スト／検証
⑦ソフトウェアの開発効率の向上
⑧ソフトウェアの品質向上

⑫ネットワーク接続による製品・サービスの付加価値向上
⑬ＷＥＢ連携による製品・サービスの付加価値向上
⑭ＷＥＢ連携による業務プロセスの生産性向上
⑮医療・健康・介護や環境、農業等の既存産業のＩＴ活用
⑯エネルギー利用効率の向上
⑰エネルギー制御の高度化
⑱ビッグデータの活用
⑲クラウドシステム等を活用したソフトウェアの高度利用
⑳国際標準化活動への参画・デファクト標準化を含めた技術の普及
㉑機器・システム等の相互接続性の向上



サポイン採択年度 プロジェクト名 研究開発体制

平成26年度
農業機械のさらなる高度化と海外進出に資する
次世代電子制御ソフトウェア基盤の開発

(株)ヴィッツ、アーク・システム・ソリューション(株)、
(株)アトリエ、(株)農業情報設計社、
苫小牧工業高等専門学校、北海道大学、
公立はこだて未来大学

平成25年度 3次元データを利用した高信頼性侵入検知システムの開発 (株)ノア、北海道大学、(地独)北海道立総合研究機構

特定ものづくり基盤技術「２．情報処理技術」 研究開発事例








